




 1)要約:多胎妊娠のより安全な分娩時期と分娩様式を検討する。昨年度、双胎の胎位の組

み合わせによる分娩様式について文献的考察を加えた。本年度に行うべき調査の予備的調

査を大阪にて行った。本年度は、妊娠 34 週未満あるいは児体重 20009 未満の双胎例、お

よび先進児が非頭位である双胎例を集め、分娩様式と児の予後についで検討するため、全

国の主要産科施設を対象にアンケート調査した。また、双胎妊娠の分娩様式や予後に大き

く影資する絨毛膜別に児の予後を検討した。


